
　
６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す
。
梅
雨
を
迎
え
、
土
石
流
や
が
け
崩
れ
な
ど
土
砂
災

害
の
危
険
度
が
高
ま
る
時
期
。
自
然
災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
も
日
頃
か
ら
災
害
時
を
想
定
し
た
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

非
常
時
に
備
え
て
当
面
の
生
活
に
必
要
な

物
品
を
用
意
し
、
避
難
す
る
と
き
に
両
手
が

使
え
る
よ
う
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
、
定
期
的
に

点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

な
ど
が
、
災
害
発
生
時
に
家
族
な
ど
に
よ
る

支
援
が
困
難
で
手
助
け
を
必
要
と
す
る
場
合

に
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員

な
ど
が
連
携
し
て
支
援
す
る
制
度
で
す
。

■
避
難
行
動
要
支
援
者
の
対
象

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
旅
客
運
賃
割
引
区
分

　

１
種

②
療
育
手
帳
Ａ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

④
要
介
護
認
定
３
級
〜
５
級

⑤
65
歳
以
上
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
か
ら
申

・
登
録
方
法

①e-nagato@
xpressm

ail.jp

へ
空
メ
ー
ル

　

を
送
信

②
折
り
返
し
、
登
録
用
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す

　

の
で
案
内
に
従
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い

　

最
新
の
防
災
情
報
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

■
土
砂
災
害
警
戒
情
報

　

http://d-keikai.pref.yam
aguchi.

　

lg.jp/dosya/

■
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

 

・
パ
ソ
コ
ン

　

http://y-bousai.pref.yam
aguchi.jp/

 

・
携
帯
電
話

　

http://y-bousai.pref.yam
aguchi.jp/k/

■
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
問
い
合
わ
せ

　

三
隅
・
日
置
・
油
谷
地
区
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
つ
い
て
は
、
各
支
所
で
も
確
認
で

き
ま
す
。

 

・
防
災
危
機
管
理
課　

℡
23
‐
１
１
１
１

 

・
三
隅
支
所　
　
　
　

℡
43
‐
０
２
７
７

 

・
日
置
支
所　
　
　
　

℡
37
‐
２
１
６
８

 

・
油
谷
支
所　
　
　
　

℡
32
‐
１
１
１
４

　

災
害
発
生
時
に
は
、
ま
ず
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
災
害
発
生
時

に
は
防
災
行
政
無
線
・
告
知
放
送
・
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
・
防
災
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
、
気
象
情
報
や
避
難
情
報
を
入
手

し
ま
し
ょ
う
。

■
防
災
行
政
無
線

　

緊
急
情
報
を
サ
イ
レ
ン
や
音
声
で
伝
え
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。「
避
難
に
関
す
る
情
報
」

や
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）」
に
よ
る
気
象
庁
か
ら
の
気
象
情
報
な

ど
を
市
内
65
カ
所
に
設
置
し
た
屋
外
拡
声
子

局
か
ら
伝
達
し
ま
す
。

※
大
雨
時
や
豪
雨
時
に
は
防
災
行
政
無
線
の

　

音
声
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
り
ま
す

※
放
送
内
容
（
時
報
・
サ
イ
レ
ン
を
除
く
）

災
害
の
兆
し
が
見
え
た
ら

　

災
害
の
兆
し
が
見
え
た
ら
、
次
の
関
係
機

関
に
場
所
や
状
況
を
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

避
難
の
準
備
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

 

・
防
災
危
機
管
理
課　
　

℡
23
‐
１
１
１
１

 

・
長
門
市
消
防
本
部　
　

℡
22
‐
０
１
１
９

 

・
長
門
警
察
署　
　
　
　

℡
22
‐
０
１
１
０

　

市
で
は
、
自
治
会
集
会
や
サ
ロ
ン
な
ど
で

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
防
災
危
機
管
理

課
職
員
に
よ
る
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
休
日
な
ど
で
も
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ   

防
災
危
機
管
理
課

℡
23
‐
１
１
１
１

危
険
に
ど
う
備
え
ま
す
か

ま
さ
か
の
出
来
事
は
突
然
や
っ
て
く
る 

〜
土
砂
災
害
防
止
月
間
〜

防
災
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

備

平成 29年 6月 4日、黄波戸地区防災訓練の様子

　

し
出
の
あ
っ
た
者

⑥
75
歳
以
上
ふ
た
り
暮
ら
し
高
齢
者
か
ら
申

　

し
出
の
あ
っ
た
者

⑦
乳
幼
児
で
、
保
護
者
な
ど
か
ら
申
し
出
の

　

あ
っ
た
者

⑧
妊
産
婦
で
、
本
人
な
ど
か
ら
申
し
出
の

　

あ
っ
た
者

⑨
避
難
支
援
等
関
係
者
が
避
難
支
援
等
の
必

　

要
を
認
め
た
者

■
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供

　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
人
が
災
害
時
に
支

援
を
受
け
る
に
は
、
支
援
の
た
め
に
必
要
な

個
人
情
報
を
消
防
、
山
口
県
、
警
察
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
長
門
市
社
協
、
自
主
防

災
組
織
お
よ
び
自
治
会
な
ど
へ
情
報
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
後
、
名

簿
に
登
録
し
て
関
係
機
関
へ
提
供
し
ま
す
。

■
登
録
方
法

 

・
①
か
ら
④
の
人　

本
人
に
申
請
書
を
郵
送

 

・
⑤
か
ら
⑨
の
人　

防
災
危
機
管
理
課
、
各

　

支
所
・
出
張
所
に
設
置
し
て
い
る
「
長
門

　

市
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録
届
出

　

書
兼
外
部
提
供
同
意
書
」
を
提
出

非
常
時
に
備
え
て

持
ち
出
し
品
の
用
意
を

《
非
常
時
持
ち
出
し
品
》

■
飲
料
水    

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

■
非
常
食　

乾
パ
ン
や
缶
詰
な
ど
調
理
せ

ず
に
食
べ
ら
れ
る
も
の

■
懐
中
電
灯　

予
備
電
池
も
必
要

■
携
帯
ラ
ジ
オ　

Ｆ
Ｍ
・
Ａ
Ｍ
の
両
方
が
聞

け
る
も
の
（
予
備
電
池
も
必
要
）

避
難
行
動
要
支
援
者
制
度

「
防
災
出
前
講
座
」
開
催
中

危険を感じたらすぐ避難　～避難情報と避難場所～
■避難情報
　長門市は、気象状況などから避難が必要と判断した場合は、次のとおり避難情報
を発令し、告知放送や防災メール、HPなどでお知らせします。

危険度 区分 取るべき行動

 自主避難  自分が危険であると判断したときは、自主的に
 避難しましょう

 避難準備・高齢 
 者等避難開始

 避難に時間のかかる人は避難を開始し、それ以
 外の人は避難の準備をしましょう

 避難勧告  被害発生の可能性が高いので、避難を開始しま
 しょう

 避難指示（緊急） 被害発生が非常に高い、または被害が発生して いる状態のため、すぐに避難しましょう

※「自主避難」はご自身での判断となります
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は
、
放
送
後
24
時
間
、
電
話
で
確
認
で
き

　

ま
す
（
℡
23
‐
５
７
０
５
）

■
告
知
放
送

　
「
避
難
に
関
す
る
情

報
」
や
「
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）」
に
よ
る
気
象
庁
か

ら
の
気
象
情
報
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
録
音
機
能
が
あ
る
の

で
再
確
認
で
き
ま
す

■
Ｌ
字
放
送

　

災
害
時
に
は
、ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
で
災
害
・

避
難
情
報
を
テ
ロ
ッ
プ
で
流
し
ま
す
。

■
防
災
メ
ー
ル

　

あ
ら
か
じ
め
登
録
（
無
料
）
し
て
お
い
た

携
帯
端
末
や
パ
ソ
コ
ン
に
、
市
か
ら
気
象
情

報
・
避
難
情
報
な
ど
の
防
災
情
報
が
メ
ー
ル

配
信
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■避難場所の種類
　災害の危険が切迫する場合には、市民の皆さんの安全な避難先を確保するため、
災害区分（土砂災害、水害、地震、津波、高潮など）に応じて避難場所などを開設
します。自宅近くの避難場所や避難経路を確認しておきましょう。

■
救
急
薬
品
・
常
備
薬
・
処
方
薬　

消
毒
液
、

ば
ん
そ
う
こ
う
、
傷
薬
、
包
帯
、
ガ
ー
ゼ
、

風
邪
薬
、
日
ご
ろ
服
用
し
て
い
る
薬
と
お

薬
手
帳
、
胃
腸
薬
、
鎮
痛
剤
な
ど

■
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
防
災
ず
き
ん
）　

■
現
金
・ 

貴
重
品

■
そ
の
他　

ラ
イ
タ
ー
、
軍
手
、
衣
類
な
ど

災害が発生し、または発生
するおそれがある場合に、
切迫する危険から一時逃れ
るための避難場所として自
治会や自主防災組織などが
決めた施設または場所

地区一時避難場所 指定緊急避難場所 指定避難所

災害が発生し、または発生
するおそれがある場合に、
その危険から逃れるための
避難場所として、災害の種
類ごとに市が指定した施設
または場所

災害の危険性があり、避難し
た市民などが危険性がなくな
るまで必要な期間滞在し、ま
たは災害により家に戻れなく
なった市民が一時的に滞在す
るための市が指定した施設


